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10 会計 01

11 款 06

項 01

目 02

A

県

使用料

○ 島根県市町村農林水産業振興対策協議会負担金 円

○ 島根県野菜価格安定基金協会負担金 円

○ 簡易排水償還負担金 円

・寸次簡易排水処理施設（H5～29）　 （ 円）

・仲村簡易排水処理施設（H6～30）　 （ 円）

・与一畑簡易排水処理施設（H7～31） （ 円）

○ 農業経営基盤強化資金利子補給金

○ その他推進事業

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 農業総務費 農林水産業費

事業開始年度 平成27年度 農業費

決算事項別明細書 P125

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 農林振興課

一 般 財 源 5,522,599 円

人件費コスト  B 3.0人役 23,052,000 円 総事業費　　A+B

国・県支出金 184,535 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 62,073 円

事業進捗度 － 農業総務費

予 算 額 5,909,000 円

目
的

農業振興の全般に関わる業務及び各種団
体、協議会等との連絡調整、情報収集を行
う。決 算 額 5,769,207 円

財
源
内
訳

【負担金等支払事業】 4,647,526円 0円 0円 0円 4,647,526円

1,655,652

1,324,521

【各種制度資金利子補給事業】 347,438円 184,535円 0円

28,821,207 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

1,554,853

108,500

4,000

4,535,026

0円 162,903円

【その他】 774,243円 0円 0円 62,073円 712,170円
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10 会計 01

15 款 06

項 01

目 03

A

国1/2
県1/2,1/3

諸収入

（単位：円）

（単位：円）

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 農業振興費 農林水産業費

事業開始年度 平成27年度 農業費

決算事項別明細書 P125

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 農林振興課

一 般 財 源 38,758,010 円

人件費コスト  B 3.6人役 27,662,400 円 総事業費　　A+B

国・県支出金 91,237,000 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 1,858,365 円

事業進捗度 － 農業振興費

予 算 額 204,869,000 円

目
的

農林地の有効活用、経営規模の拡大、中核
農林家並びに後継者育成、特産品加工の推
進、新しい農林業の開発等対策により、農
林業の発展と地域農林業者の経営的、社会
的地位の向上を図る。

決 算 額 131,853,375 円

財
源
内
訳

○地域提案戦略支援 （県1/2、1/3）

いちご生産振興：市の主要作物であるいちごの新規就農者の育成体制の整備として担い手支援セ
ンターでのいちご用研修ハウスを整備した。

サポーター育成：各品目毎に研修を行い、農作業スキルを身につけたサポーターを育成し、繁忙期の労
力補完体制づくりを図った。

地産地消推進：直売品販売額及び生産者所得向上を目的に、農産加工品講座や加工品コンクールを行
い、新たな農産加工品の開発と生産者の意識醸成を図った。また、直売店舗専門アドバイザーの年間を
通じた指導により、「店舗運営」「従業員教育」「集客対策」「出荷者対応」等の改善を行い、魅力あ
る店舗として総合的にレベルアップすることで販売金額及び生産者の所得向上を図った。

花卉生産振興：道の駅で「やすぎの花」イベントを行い、消費者への花卉産地としてのＰＲ強化と花の
ギフト需要増加を図った。

【がんばる地域応援総合事業】 5,341,000円 5,341,000円 0円 0円 0円

159,515,775 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

農産加工品実践講座事業 383,247 179,000

やすぎの花消費拡大活動 252,967 101,000

サポーター研修 223,200 111,000

直売店舗レベルアップ事業 640,896 296,000

事業内容 事業費 県補助金

就農希望者研修用いちご育苗施設整備事業 1,458,000 450,000

「安来キャトルセンター」の取組みを周知するとともに、キャトルセンターに関する研修会を開催し、
繁殖農家のセンター利用の増進と農家の省力化を図った。

事業内容 事業費 県補助金

中核畜産施設円滑運営支援事業 166,089 63,000

○「しまね和牛」生産基盤強化対策支援 （県1/2）

計 2,958,310 1,137,000

花卉品評会サポーター研修 農産加工品実践講座

計 166,089 63,000

Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所

-190-



（単位：円）

農地中間管理事業推進費 1,978,570円

（単位：円）

　安来市における農林業振興の目標・ビジョンを明確にし、急激に変化する農林業情勢に対応すべく、各専門部会を
中心に事業を展開した。
　・安来農林振興協議会負担金　　　　　　　　　　　　　4,000,000円
　・安来市中心的経営体育成事業認定農業者育成支援事業　3,732,277円
　・安来市集落ビジョン策定支援事業　　　　　　　　　　2,040,000円
　・安来市農業サポートセンター事業　　　　　　　　　　　166,618円

コンバイン、草刈機 9,925,200 3,308,000

計 12,428,640 4,141,000

事業内容 事業費 県補助金

作業場兼収納舎、保冷庫、管理機 2,503,440 833,000

○新規就農総合支援 （県1/3）

新規就農者が農業経営を開始する場合に必要な施設等の整備費を支援して初期投資の軽減を図った。

農地中間管理事業を利用し、農地を集積することを支援をした。

・地域集積協力金      32,760,000円（2法人）

・経営転換協力金   　　4,300,000円（9戸）

・耕作者集積協力金　　　 580,000円（3戸）

【安来農林振興協議会負担金】 9,938,895円 0円 0円 0円 9,938,895円

計 52,206,000 26,000,000

【農地集積協力金】 39,618,570円 37,640,000円 0円 1,839,275円 139,295円

　民間事業者が行う地域資源を活用した農業経営を支援し、雇用の創出と循環型社会の構築を図った。

事業内容 事業費 交付金

　協議会を通じて農業者の農業用廃プラスチックの処理費用について一定の助成を行うことにより、適正処理を推進
し、環境の保全を図った。

【地域経済循環創造事業交付金】 26,000,000円 26,000,000円 0円 0円 0円

木質ペレットボイラー使用による高糖度ミディトマトの
周年栽培と６次産業化による島根ブランドの構築

52,206,000 26,000,000

【安来市農業用廃プラスチック適正処理推進協議会負担金】

524,568円 0円 0円 0円 524,568円

　地域おこし協力隊員２名を比田地区に派遣し、地域ビジョンづくり、農業研修活動、地域の催事や伝統芸能
活動への参加応援等、地域課題の解決に向けた地域おこし活動を行った。

19,090円 7,195,252円【地域おこし協力隊事業】 7,214,342円 0円 0円

比田地域ビジョン 比田花田植え

【農業経営法人化等支援事業】 400,000円 400,000円 0円 0円 0円

　集落営農の法人化に対し補助金を交付することにより、設立時の登記費用等の負担を軽減し、担い手の確
保・育成を図った。補助率：国10/10
　H27：１法人　400,000円

Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所
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（単位：円）

（単位：円）

利弘カントリーエレベーター乾燥能力増強事業

【農山漁村活性化プロジェクト支援交付金】 21,856,000円 21,856,000円 0円 0円 0円

【米乾燥調整貯蔵施設支援補助金】 20,960,000円 0円 0円 0円 20,960,000円

JAしまねやすぎリースハウス建設工事 34,600,000 21,856,000

計 34,600,000 21,856,000

○農山漁村活性化プロジェクト支援整備交付金 （国1/2）

　リース方式のパイプハウスを整備し、就農初期の生産環境を充実させた。併せて、ソフト面の強化として
「農地」、「集落の受入体制」、「師匠（技術指導）」を一体的に確保した「就農パッケージ」を充実させ、
働く者にとって魅力ある産地づくりを目指した。

事業内容 事業費 交付金

　島根県農業協同組合利弘カントリーエレベーターの設備増強を支援し、作付け面積がのびている飼料用米の
生産振興を行った。補助率：市1/10以内

事業内容 事業費 補助金

209,676,000 20,960,000

Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所

乾燥機 湿式集塵機
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19 款 06

項 01

目 03

A

国
県

使用料

【青年就農給付金事業】

【就農給付金事業】

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 新規就農円滑化対策事業費 農林水産業費

事業開始年度 平成27年度 農業費

決算事項別明細書 P125

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 農林振興課

国・県支出金 4,625,000 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 271,183 円

事業進捗度 － 農業振興費

予 算 額 5,156,000 円

目
的

UIターン者や後継就農者等を対象に農業研
修をはじめとした新規就農のための支援を
おこない、農業担い手の確保・育成及び早
期の経営安定をはかる。

決 算 額 4,896,183 円

財
源
内
訳

12,580,183 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

一 般 財 源 0 円

人件費コスト  B 1.0人役 7,684,000 円 総事業費　　A+B

4,125,000円 4,125,000円 0円 0円 0円

　市の人・農地プランに位置づけられている、就農予定時の年齢が45歳未満の独立・自営就農者に対して、就農後５
年目まで一定額の給付金を給付する。
　新規就農者に対して平成27年度は４名へ給付した。（国補正予算対応により、一部は前年度に給付済み）
　※給付金額：１人あたり年間150万円（ただし、夫婦就農の場合は、夫婦合わせて年間225万円）

　UIターン希望者、後継就農者等を対象に1年間、指導農業士の圃場を中心に農業の実地研修を行い、農業技術及び農
業経営力の習得を目指した。また、新規就農研修滞在施設の維持管理を行い、研修制度の充実を図ることにより担い
手の確保育成を推進した。

【新規就農研修支援事業】 271,183円 0円 0円 271,183円 0円

500,000円 500,000円 0円 0円 0円

　市の人・農地プランに位置づけられている、就農予定時の年齢が45歳以上の独立・自営就農者に対して、就農後2年
目まで一定額の給付金を給付する。
　新規就農者に対して平成27年度は1名へ給付した。
　※給付金額：1人あたり年間75万円（H27年度は8月分50万円）

Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所

Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所
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10 会計 01

20 款 06

項 01

目 03

A

国

諸収入

【交付金交付事業】

【推進事業】

【過年度分返還金】

　　○要件等

・対象地域 地域振興5法指定地域

・対象農用地 農振法に定める農用地区域内に存する農用地で、急傾斜及び緩傾斜の

一団の農用地。

・傾斜要件及び交付単価

・加算措置 超急傾斜農地加算、集落連携・機能維持加算

　　○平成27年度実績

・交付対象農用地面積及び交付額の内訳

・協定数及び農家数

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 中山間地域等直接支払事業費 農林水産業費

事業開始年度 平成27年度 農業費

決算事項別明細書 P125

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 農林振興課

国・県支出金 108,002,607 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 7,553 円

事業進捗度 － 農業振興費

予 算 額 145,040,000 円

目
的

農業の生産条件が不利な地域における農業
生産活動を国及び地方公共団体が支援し、
中山間地域の農地維持と農業の多面的機能
の促進を図る。

決 算 額 145,001,961 円

財
源
内
訳

156,527,961 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

一 般 財 源 36,991,801 円

人件費コスト  B 1.5人役 11,526,000 円 総事業費　　A+B

11,743円 0円 0円 0円 11,743円

　
　　平成12年度に創設された国の制度で、市が認定した共同活動等を
　行う集落等に対して、一定の基準のもとに交付金を交付する。
　　平成27年度より新たな５年間となる第４期対策が始まった。

2,893,287円 1,430,000円 0円 7,553円 1,455,734円

142,096,931円 106,572,607円 0円 0円 35,524,324円

11,500円/10a

緩傾斜
1/100以上1/20未満 8度以上15度未満

8,000円/10a 3,500円/10a

中山間地域の水田風景

区分 田 畑 備考

急傾斜
1/20以上 15度以上 農業生産活動等の体制整

備に取り組む場合のみ左の
10割、基礎的な取り組みの
みを行う場合は左の8割の交
付単価とする。

21,000円/10a

119,647,937円

緩傾斜農用地 2,607,437㎡ 19,751,511円 40,934㎡ 141,726円 2,648,371㎡ 19,893,237円

区分 田 畑 計

急傾斜農用地 5,881,768㎡ 119,450,919円 17,552㎡ 197,018円 5,899,320㎡

区　　分
集落協定

集落数 参加者数

基礎単価協定（8割） 69 310

2,555,757円

計 8,489,205㎡ 139,202,430円 58,486㎡ 338,744円 8,547,691㎡ 142,096,931円

加算措置 － － － － －

体制整備単価協定（10割） 27 1,024

計 96 1,334

Ｈ20施行予定箇所
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21 款 06

項 01

目 03

A

県

【安来市経営所得安定対策直接支払推進事業費補助金】

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 経営所得安定対策直接支払推進事業費 農林水産業費

事業開始年度 平成27年度 農業費

決算事項別明細書 P125

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 農林振興課

国・県支出金 13,334,000 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

事業進捗度 － 農業振興費

予 算 額 18,334,000 円

目
的

経営所得安定対策制度及びそれと一体的に
行われる米の需給調整において、着実に事
業を実施するために安来地域農業再生協議
会に事務費補助等を行う。

決 算 額 18,334,000 円

財
源
内
訳

20,639,200 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

一 般 財 源 5,000,000 円

人件費コスト  B 0.3人役 2,305,200 円 総事業費　　A+B

　安来地域農業再生協議会において、生産調整事務における水稲生産実施計画書の配布、回収事務を集落委員に委嘱
し、米の作付面積を集落配分している当地域において、円滑且つ着実な生産調整の達成を図った。

【安来地域農業再生協議会負担金】 5,000,000円 0円 0円 0円

【安来市需給調整円滑化推進交付金】 1,273,000円 1,273,000円 0円 0円 0円

12,061,000円 12,061,000円 0円 0円 0円

　協議会において、経営所得安定対策直接支払制度の普及推進活動や交付申請等にかかる事務を集落生産調整委員に
依頼しながら円滑な事務を実施した。

5,000,000円

　生産調整事務の円滑な遂行を図るため、事務を担う協議会の経費負担を行った。
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10 会計 01

27 款 06

項 01

目 03

A

諸収入

617 頭

279 人役

135 頭 88 羽 33 頭

決算事項別明細書 P125

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 農林振興課

事業進捗度 － 農業振興費

予 算 額 16,069,000 円

目
的

鳥獣による農林作物被害を防止し、農家・
林家の生産意欲を維持するとともに生産の
安定化を図る。決 算 額 14,424,021 円

財
源
内
訳

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 有害鳥獣駆除事業費 農林水産業費

事業開始年度 平成27年度 農業費

19,802,821 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

一 般 財 源 14,415,629 円

人件費コスト  B 0.7人役 5,378,800 円 総事業費　　A+B

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 8,392 円

【有害鳥獣捕獲事業】 6,170,000円 0円 0円 0円 6,170,000円

県、市、猟友会、JA、NOSAI等で組織する安来市鳥獣被害防止対策協議会の実施する被害防止、人材育成等の事業
に対して補助を行った。

猟友会の行うイノシシ捕獲について補助を行い、捕獲の促進を図った。

（捕獲実績） イノシシ

【鳥獣被害防止対策協議会補助金】 1,184,000円 0円 0円 0円 1,184,000円

【有害鳥獣被害防止対策事業】 2,271,192円 0円 0円 0円 2,271,192円

2,250,000円

猟友会に駆除業務を委託し、農家からの駆除依頼に対応して被害防止を図った。

（捕獲実績） ※イノシシ以外 現地出動

ヌートリア 鳥類 タヌキ・その他

イノシシ捕獲の様子 協議会によるワナ設置講習会の様子

【有害鳥獣駆除事業】 2,250,000円 0円 0円 0円

トタン設置の様子 爆音機設置の様子

【その他】 2,548,829円 0円 0円 8,392円

406 2,949 2,929 18 196 6

防護柵等の購入費用の1/2以内の額を補助し、個人、営農組織等の自己防衛対策を支援した。

トタン
（枚）

ワイヤーメッシュ
（枚）

支柱
（本）

電気牧柵
（基）

防護網
（枚）

爆音機
（基）

（補助実績）

2,540,437円

嘱託職員報酬、消耗品、死骸処理委託料他
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10 会計 01

36 款 06

項 01

目 03

A

国1/2
県1/4

【交付金交付事業】

【推進事業】

　①カバークロップ（被覆作物）

　②炭素貯留効果の高い堆肥の水質保全に資する施用

　③有機農業

　④地域特認取組（冬期湛水）

　　○支援単価

10a当たりの交付単価

　　○平成27年度実績

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 環境保全型農業直接支払事業費 農林水産業費

事業開始年度 平成27年度 農業費

決算事項別明細書 P125

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 農林振興課

国・県支出金 6,523,830 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

事業進捗度 － 農業振興費

予 算 額 10,621,000 円

目
的

環境保全に効果の高い営農活動によって地
球温暖化防止や生物多様性の保全・向上を
図る。決 算 額 8,716,433 円

財
源
内
訳

9,484,833 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

一 般 財 源 2,192,603 円

人件費コスト  B 0.1人役 768,400 円 総事業費　　A+B

　平成23年度からスタートした支援対策であり、地球温暖化防止、生物多様性保全等に効果の高い営農活動に取り組
む農業者に対し交付金を交付した。

17,993円 0円 0円 0円 17,993円

8,698,440円 6,523,830円 0円 0円 2,174,610円

有機農業（そば等雑穀・飼料作物） 1,500円 1,500円 3,000円

取組区分 交付件数 交付対象面積 交付額（国・県・市）

堆肥の施用 2,200円 2,200円 4,400円

有機農業 4,000円 4,000円 8,000円

　　○支援対象となる取組(化学肥料･化学合成農薬を慣行栽培から5割以上低減する取組みとの組み合わせ)

対象取組 国　1/2 市1/4・県1/4 合　計

カバークロップ、冬期湛水等 4,000円 4,000円 8,000円

冬期湛水 2件 7,715a 6,172,000円

合計 7件 11,388a 8,698,440円

有機農業 1件 1,207a 965,600円

有機農業（そば等雑穀） 1件 　 24a 7,200円

カバークロップ 2件 1,331a 1,064,800円

堆肥の施用 1件 1,111a 488,840円

冬期湛水 ｶﾊﾞｰｸﾛｯﾌﾟ
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10 会計 01

40 款 06

項 01

目 04

A

島根県種畜共進会及び島根中央子牛共進会の出品者に対し奨励金を支払った。

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 畜産業費 農林水産業費

事業開始年度 平成27年度 農業費

決算事項別明細書 P127

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 農林振興課

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

事業進捗度 － 畜産業費

予 算 額 6,237,000 円

目
的

安来市は伝統ある和牛生産地であるが、飼
育者の高齢化や繁殖牛頭数の大幅な減少が
近年顕著となっている。ついては、全国で
も希少な系統が残っている当地域の優良牛
の保留を一層推進して繁殖基盤の強化を図
り畜産振興の充実につなげていく。

決 算 額 5,646,134 円

財
源
内
訳

11,024,934 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

一 般 財 源 5,646,134 円

人件費コスト  B 0.7人役 5,378,800 円 総事業費　　A+B

・乳用牛群検定対策事業　（事業費の1/3以内）　180頭　395,000円
　　効率的飼養管理を図るため乳用牛群の組織的検定を行った。
・乳用牛群整備対策事業　（1頭20,000円以内）　2頭　40,000円
　　乳成分、乳量等の優れた乳用牛の導入を行い、乳用牛の改良を図った。
・優秀種雄牛精液導入事業（1本7,500円以内）　 137本　715,400円
　　乳用牛の優秀輸入精液の導入を行い、乳用牛の改良、増殖を図った。
・酪農ヘルパー制度円滑化対策事業（1戸6,000円以内）　16戸　96,000円
　　酪農ヘルパー制度の普及、啓発により酪農経営の安定を図った。
・繁殖素牛保留対策事業（1頭50,000円以内）　30頭　1,500,000円
　　肉用牛の優秀雌子牛を導入、保留し肉用牛の基盤整備を図った。

　畜舎消毒を実施し、家畜の損害防止及び地域の環境衛生を図った。

【畜産振興対策事業費補助金】 2,746,400円 0円 0円 0円 2,746,400円

【家畜衛生事業負担金】 333,834円 0円 0円 0円 333,834円

平成２７年度島根県子牛共進会 平成２７年度島根県種畜共進会

【耕畜連携稲わら集草事業補助金】 2,405,900円 0円 0円 0円 2,405,900円

【島根県畜産共進会出品奨励金】 160,000円 0円 0円 0円 160,000円

安全かつ良質な国産稲わらを収集・梱包し、粗飼料として畜産農家へ供給した（100円未満切り捨て）。
　2,000円/10a×120.1951ha
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10 会計 01

44 款 06

項 01

目 05

A

県55%

　農業生産基盤の整備及び施設（水利）の維持修繕を図った。

　各種土地改良関係負担金及び農林漁業資金元利償還金を支出した。

　　　○維持管理費

　　　○材料費

　　　○島根県土地改良事業団体連合会負担金

　　　○事業負担金

　　　○土地改良区運営負担金

　　　○農林漁業資金元利償還金

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 農地費 農林水産業費

事業開始年度 平成27年度 農業費

決算事項別明細書 P127

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 農林整備課

国・県支出金 825,000 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

事業進捗度 － 農地費

予 算 額 73,052,000 円

目
的

生産性の高い農業条件整備を図る。

決 算 額 72,460,514 円

財
源
内
訳

80,144,514 円

【事業内容】

一 般 財 源 71,635,514 円

人件費コスト  B 1.0人役 7,684,000 円 総事業費　　A+B

902,560 円

9,145,860 円

5,383,280 円

889,005 円

7,200,000 円

48,939,809 円

後飯島水門修繕 乙井水門修繕

下の原地内吉田川ゲート修繕 座王谷水路修繕
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10 会計 01

45 款 06

項 01

目 05

A

国
県

負担金

　県営事業で農業生産基盤整備を行うことにより、生産コストの低減、流通体制の整備促進が

　見込め、地域農業の活性化を図った。

　○能義第二地区経営体育成基盤整備事業

　○大塚地区経営体育成基盤整備事業

　○安田地区経営体育成基盤整備事業

　○鳥木地区農業用河川工作物応急対策事業

　○能義第二農業経営高度化支援事業促進費

　○県単基幹水利施設整備事業(飯梨川沿岸)

　○安能2期地区広域営農団地農道整備交付金事業

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 県事業負担金費 農林水産業費

事業開始年度 平成27年度 農業費

決算事項別明細書 P127

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 農林整備課

国・県支出金 15,280,000 円

地　方　債
合併・過
疎・公共 174,600,000 円

そ　の　他 900,000 円

事業進捗度 － 農地費

予 算 額 194,690,000 円

目
的

営農団地内の基幹的農道を整備し、農産物
や生産資材等の輸送の合理化を図る。ま
た、農業生産基盤の整備を推進するととも
に組織的農業体系の構築を図る。

決 算 額 194,343,500 円

財
源
内
訳

213,553,500 円

【事業内容】

一 般 財 源 3,563,500 円

人件費コスト  B 2.5人役 19,210,000 円 総事業費　　A+B

8,160,000 円

6,200,000 円

97,154,000 円

15,280,000 円

1,249,500 円

23,600,000 円

42,700,000 円

大塚地区 能義第２地区

安農2期　卯月トンネル 鳥木地区(河川応急)
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10 会計 01

46 款 06

項 01

目 05

A

使用料

　交通体系に即した農道維持により地域社会の利便性向上を図るため舗装修繕工事・草刈等を行った。

　○畑農道・笹刈農道維持修繕工事

　○維持管理費

　○材料費

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 農林整備課

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 農道維持費

決算事項別明細書 P127

0 円

そ　の　他 224,993 円

一 般 財 源 6,470,089 円

予 算 額 6,965,000 円

目
的

幹線農道の維持管理を図る。

決 算 額 6,695,082 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債

農林水産業費

事業開始年度 平成27年度 農業費

事業進捗度 － 農地費

人件費コスト  B 0.3人役 2,305,200 円 総事業費　　A+B 9,000,282 円

【事業内容】

531,489 円

1,499,040 円

4,664,553 円

畑農道維持修繕工事(擁壁工) 畑農道維持修繕工事(舗装修繕工)

笹刈農道維持修繕工事 安能農道除草委託
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47 款 06

項 01

目 05

A

使用料外

　出雲織・のき白鳥の里及び、なかうみ農村公園の修繕工事、維持管理、施設整備を行った。

　○出雲織・のき白鳥の里　茅葺屋根修繕工事

　○維持管理費

　○施設管理委託料

決算事項別明細書 P127

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 農林整備課

事業進捗度 － 農地費

予 算 額 4,208,000 円

目
的

地域交流拠点施設を整備することにより、
市民の憩いの場としての利用価値を高め
る。決 算 額 4,201,359 円

財
源
内
訳

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 農村公園管理費 農林水産業費

事業開始年度 平成27年度 農業費

5,738,159 円

【事業内容】

一 般 財 源 1,539,695 円

人件費コスト  B 0.2人役 1,536,800 円 総事業費　　A+B

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 2,661,664 円

1,998,000 円

979,043 円

1,224,316 円

　出雲織・のき白鳥の里　茅葺屋根修繕工事(完了) 　出雲織・のき白鳥の里　茅葺屋根修繕工事(施工)

　なかうみ農村公園水路土砂撤去 　出雲織・のき白鳥の里雑木剪定及び草刈作業
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50 款 06

項 01

目 05

A

国1/2
県1/4

　補助事業を活用し、中海干拓地安来工区で設置された基幹施設（排水機場等）の維持管理費の負担軽減を

図った。

　○管理体制整備負担金

一般会計

小事業 国営造成施設管理体制整備促進事業費 農林水産業費

事業開始年度 平成27年度 農業費

決算事項別明細書 P127

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 農林整備課

5,772,200 円

【事業内容】

一 般 財 源 887,000 円

人件費コスト  B 0.3人役 2,305,200 円 総事業費　　A+B

目
的

営農者の維持管理費の負担軽減を図り営農
意欲を高める。

決 算 額 3,467,000 円

財
源
内
訳

国・県支出金 2,580,000 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

3,467,000 円

防草シート処理（施工）

クリーンアップ クリーンアップ

　　調整池除塵機ﾎﾟﾝﾌﾟ洗浄（施工） 用水管漏水修理（施工）

事業進捗度 － 農地費

予 算 額 3,467,000 円

中事業 農林業の振興
予
算
科
目
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52 款 06

項 01

目 05

A

　掛岩水門の計画概要作成業務を行った。

　平川水門改良工事　上今津除塵機防護柵設置工事

　　　○測量設計調査委託料

　・掛岩水門計画概要書作成業務委託

　　　○工事費

決算事項別明細書 P127

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 農林整備課

事業進捗度 － 農地費

予 算 額 2,800,000 円

目
的

農業用施設の整備により施設管理の省力化
と生産性の向上を図る。

決 算 額 2,609,280 円

財
源
内
訳

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 土地改良事業費 農林水産業費

事業開始年度 平成27年度 農業費

6,451,280 円

【事業内容】

一 般 財 源 2,609,280 円

人件費コスト  B 0.5人役 3,842,000 円 総事業費　　A+B

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

1,799,280 円

810,000 円

　平川水門改良工事(完了) 　平川水門改良工事(施工)

　上今津除塵機防護柵設置工事(完了) 　上今津除塵機防護柵設置工事(施工)
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53 款 06

項 01

目 05

A

　樋門管理手数料、電気代等の維持管理費並びに施設管理委託料

　○維持管理費

　○施設管理委託料

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 飯梨川沿岸水路整備事業費 農林水産業費

事業開始年度 平成27年度 農業費

決算事項別明細書 P127

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 農林整備課

一 般 財 源 2,645,759 円

人件費コスト  B 0.5人役 3,842,000 円 総事業費　　A+B

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

事業進捗度 － 農地費

予 算 額 2,789,000 円

目
的

基幹的な農業用水路の維持・修繕により安
定的な用水の供給を図る。

決 算 額 2,645,759 円

財
源
内
訳

6,487,759 円

【事業内容】

1,816,682 円

829,077 円

富田頭首工除塵作業台修繕

切川樋口通路板修繕

赤川用水路取水口修繕
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55 款 06

項 01

目 05

A

特別会計繰出金（農業集落排水事業）

40

10 会計 01

56 款 06

項 01

目 05

A

特別会計繰出金（簡易排水事業）

40

10 会計 01

57 款 06

項 01

目 05

A

特別会計繰出金（小規模集合排水処理事業）

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 下水道課

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 特別会計繰出金費（農業集落排水事業）

決算事項別明細書 P127

予 算 額 325,563,000 円

目
的

特別会計繰出金（農業集落排水事業）

決 算 額 325,500,000 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債

農林水産業費

事業開始年度 平成27年度 農業費

事業進捗度 － 農地費

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 325,500,000 円

0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 325,500,000 円

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 特別会計繰出金費（簡易排水事業） 農林水産業費

事業開始年度 平成27年度 農業費

決算事項別明細書 P127

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 下水道課

一 般 財 源 4,900,000 円

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

事業進捗度 － 農地費

予 算 額 5,603,000 円

目
的

特別会計繰出金（簡易排水事業）

決 算 額 4,900,000 円

財
源
内
訳

4,900,000 円

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 特別会計繰出金費（小規模集合排水処理事業） 農林水産業費

事業開始年度 平成27年度 農業費

決算事項別明細書 P127

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 下水道課

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B

一 般 財 源 7,000,000 円

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

事業進捗度 － 農地費

予 算 額 7,244,000 円

目
的

特別会計繰出金（小規模集合排水処理事
業）

決 算 額 7,000,000 円

財
源
内
訳

7,000,000 円
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58 款 06

項 01

目 05

A

　伯太川沿岸の農業水利施設（水路、頭首工、樋門、ため池等）の修繕、維持管理を行った。

　○維持管理費

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 伯太川沿岸水路整備事業費 農林水産業費

事業開始年度 平成27年度 農業費

決算事項別明細書 P127

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 農林整備課

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

事業進捗度 － 農地費

予 算 額 695,000 円

目
的

基幹的な農業用水路の維持・修繕により安
定的な用水の供給を図る。

決 算 額 651,503 円

財
源
内
訳

2,188,303 円

【事業内容】

一 般 財 源 651,503 円

人件費コスト  B 0.2人役 1,536,800 円 総事業費　　A+B

651,503 円

　東母里古市取水ゲート修繕 　用土水路修繕

　堤谷(1)ため池除草 　上井手用水路土砂撤去
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項 01

目 05

A

国1/2
県1/4

諸収入

　　農業が本来有する自然循環機能を持続・増進させるため、地域の農業者だけでなく、地域住民も含めた

　多様な主体の参画を得て、資源の適切な保全管理を行うとともに、農村環境の保全等にも役立つ地域共同の

　効果の高い取り組みを促進し、共同作業を通して地域コミュニティー力の向上につなげる。

　○多面的機能支払交付金事業負担金

　○需要・役務費・使用料

　○負担割合 ○現行制度の実施状況(Ｈ27年度末現在)

　国：1/2、県：1/4、市：1/4 農地維持支払交付金　　　　　　：89組織(2,129ha)

　※推進交付金　国100% 資源向上支払交付金（共同）　　：69組織(1,859ha)

資源向上支払交付金（長寿命化）：56組織(1,340ha)

決算事項別明細書 P129

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 農林整備課

事業進捗度 － 農地費

予 算 額 153,705,000 円

目
的

農地・農業用施設、農村環境の保全と質的
向上を目的に、農業者を中心とした農地・
水保全管理活動の推進を図る。決 算 額 153,662,890 円

財
源
内
訳

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 多面的機能支払交付金事業費 農林水産業費

事業開始年度 平成27年度 農業費

162,883,690 円

【事業内容】

一 般 財 源 38,476,084 円

人件費コスト  B 1.2人役 9,220,800 円 総事業費　　A+B

国・県支出金 115,179,580 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 7,226 円

150,979,440 円

2,683,450 円

共同活動（水路の草刈） 共同活動（水路の泥上げ）

環境保全（施設の植栽） 長寿命化（コンクリート水路敷設）
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65 款 06

項 02

目 01

A

立木補償外

広瀬町上山佐　滝山線　　舗装工（砕石敷）60㎥

伯太町安田　安田宮内線　丸太組工　10ｍ

広瀬町東比田　虫木線　　舗装工（砕石敷）50㎥

・樹木粉砕機械活用、十神山維持管理費、各種協議会負担金ほか

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 林業振興費 農林水産業費

事業開始年度 平成27年度 林業費

決算事項別明細書 P129

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 農林振興課

国・県支出金 0 円

地　方　債 過疎 12,000,000 円

そ　の　他 163,871 円

事業進捗度 － 林業振興費

予 算 額 37,172,000 円

目
的

循環型林業を推進するため、各種の支援事
業により市産材の増産を図り、林業の活性
化を図る。併せて、林内路網の整備、林業
就労作業員の確保、荒廃する竹林対策等に
より林業振興を推進する。

決 算 額 17,258,960 円

財
源
内
訳

21,100,960 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

一 般 財 源 5,095,089 円

人件費コスト  B 0.5人役 3,842,000 円 総事業費　　A+B

【作業道修繕事業】 993,600円 0円 0円 0円 993,600円

【林業活性化事業】 12,000,000円 0円 9,000,000円 0円 3,000,000円

  高齢化、減少化が進む林業労働者の確保のため、作業員就労条件整備事業、新規参入促進対策事業等
メニューにあわせて補助金を交付した。

【みどりの担い手確保緊急対策事業】 3,000,000円 0円 3,000,000円 0円 0円

　市産材の生産量を増やすとともに、木質燃料の生産を推進し、林業の活性化を図るため、高性能林業機械の
導入及び木材の搬出経費について補助金を交付した。

【その他事業】 1,265,360円 0円 0円 163,871円 1,101,489円

プロセッサ　　 スイングヤーダ
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項 02

目 01

A

受託事業費外

切捨間伐　14.10 ha

搬出間伐　33.18 ha

切捨間伐委託料

搬出間伐委託料

決算事項別明細書 P129

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 農林振興課

事業進捗度 － 林業振興費

予 算 額 24,340,000 円

目
的

公社分収造林地の適切な保育管理、森林病
害虫等で荒れた森林を広葉樹主体の自然林
へ再生する整備事業によって、価値の高い
森林の造成と森林の持つ多面的、公益的機
能の高度発揮を図る。

決 算 額 24,240,360 円

財
源
内
訳

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 造林整備事業費 農林水産業費

事業開始年度 平成27年度 林業費

26,545,560 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

一 般 財 源 21,994 円

人件費コスト  B 0.3人役 2,305,200 円 総事業費　　A+B

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 24,218,366 円

【分収造林事業】 11,580,360円 0円 0円 11,558,366円 21,994円

8,758,800円

付帯需用費 250,080円

【ふるさとの森再生事業】 12,660,000円 0円

2,571,480円

　島根県林業公社より委託を受けて公社造林地の間伐等を行った。

　　実施地区：広瀬町上山佐

　　実施地区：柿谷町、広瀬町布部、伯太町上小竹、伯太町下小竹、伯太町峠之内

搬出された材切捨間伐の状況

0円 12,660,000円 0円

　公益財団法人いづも財団の寄付金により、森林病害虫被害等により荒れた森林を広葉樹を主体とする健全な自然林
へと再生するための森林整備を実施した。

布部白椿湖周辺　4.54ha
　　〇除伐・抜き伐り・地拵え・植栽　3,000本（ヤブツバキ・ヤマザクラ・ケヤキ・カシ）
　　〇作業道修繕　2,900ｍ
　　〇案内板設置　２基

案内板白椿湖周辺
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69 款 06

項 02

目 01

A

県

負担金外

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 市行造林費 農林水産業費

事業開始年度 平成27年度 林業費

決算事項別明細書 P129

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 農林振興課

国・県支出金 12,558,100 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 916,894 円

事業進捗度 － 林業振興費

予 算 額 15,555,000 円

目
的

市行造林地における適切な保育管理によっ
て、価値の高い森林の造成と森林の持つ水
源かん養、災害の防止、国土保全、地球温
暖化防止など、多面的公益的機能の保全を
図る。

決 算 額 15,478,354 円

財
源
内
訳

19,320,354 円

【事業内容】

一 般 財 源 2,003,360 円

人件費コスト  B 0.5人役 3,842,000 円 総事業費　　A+B

　下刈後の様子 搬出間伐の様子

①市行造林事業
　測量   18.24ha  　実施地区：広瀬町菅原、広瀬町上山佐、神庭町、伯太町東母里
　枯死木伐採　      実施地区：広瀬町東比田（市行６号）
　ナラ枯れ損木調査　実施地区：安来市安来町（十神山）

②森林整備協定事業及び斐伊川流域荒廃林等再生整備事業
　１）森林整備協定事業
　　　除伐　8.89ha　　実施地区：伯太町下十年畑
　　　下刈　7.22ha  　実施地区：広瀬町西比田、広瀬町東比田
　２）斐伊川流域荒廃林等再生整備事業
　　　下刈　10.0ha  　実施地区：伯太町下十年畑、伯太町下小竹、伯太町須山福冨
　　　　　　　　　　　　　　　　広瀬町西比田、広瀬町東比田
　　　新植　4.99ha  　実施地区：神庭町、伯太町東母里

③森林整備加速化・林業再生事業
　搬出間伐　13.25ha　実施地区：広瀬町菅原、広瀬町上山佐

　植林や下刈、枝打等の保育を進めるとともに、間伐材の搬出を行った。
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項 02

目 01

A

県

決算事項別明細書 P129

農林水産業費

事業開始年度 平成27年度 林業費

事業進捗度 － 林業振興費

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 農林振興課

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 森林整備地域活動支援事業費

人件費コスト  B 0.2人役 1,536,800 円 総事業費　　A+B 5,896,800 円

【事業内容】

0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 1,090,000 円

予 算 額 4,360,000 円

目
的

小規模分散している森林をとりまとめて一
体的な施業を行うために必要な地域活動を
支援し、効率的な林業生産活動につなげ
る。

決 算 額 4,360,000 円

財
源
内
訳

国・県支出金 3,270,000 円

地　方　債

境界確認の様子

林況調査の様子 間伐同意取り付けの様子

　広瀬町西谷・茅原地区の山林約90haにおいて、施業の集約に必要な森林境界の確認、林況調査、間伐同意の取り付
け等を行った。
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項 02

目 01

A

使用料

　林道維持により林業施設としての機能維持と、集落間を結ぶ集落道としての利便性向上を図った。

　○役務費

　○委託料

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 林道維持費 農林水産業費

事業開始年度 平成27年度 林業費

決算事項別明細書 P129

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 農林整備課

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 7,550 円

事業進捗度 － 林業振興費

予 算 額 920,000 円

目
的

幹線林道の維持管理を図る。

決 算 額 914,440 円

財
源
内
訳

1,682,840 円

【事業内容】

一 般 財 源 906,890 円

人件費コスト  B 0.1人役 768,400 円 総事業費　　A+B

279,400 円

635,040 円

林道高木森木線除草委託

林道鍛冶屋谷線除草委託
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項 01

目 05

A

○養殖事業の取り組み状況

年度

Ｈ16

Ｈ17

Ｈ18

Ｈ19

Ｈ20

Ｈ21

Ｈ22

Ｈ23

Ｈ24

Ｈ25

Ｈ26

Ｈ27

○養殖技術改善

○生産組織強化

決算事項別明細書 P133

商工費

事業開始年度 平成27年度 商工費

事業進捗度 － 特産品振興費

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 農林振興課

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 どじょう振興費

人件費コスト  B 0.1人役 768,400 円 総事業費　　A+B 13,607,276 円

「どじょうすくい踊り」で全国的に有名な安来節の発祥地「安来市」。この全国区の知名度の地域資源を生かし、他
地域にはできない新たな特産物を産出し、地域活性化を推進するためにドジョウの養殖に取り組む。ドジョウ養殖は
多くの波及効果と新たな情報発信とともに、遊休農地の有効利用の観点からも優位な特産物として評価できる。

過疎 7,900,000 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 4,938,876 円

予 算 額 13,036,000 円

目
的

ドジョウの生産・出荷・販売体制の確立に
より、地域ブランドとしての「やすぎど
じょう」の産地づくりを推進する。決 算 額 12,838,876 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

生産者 養殖池総面積 放流稚魚数 生産数量 販売数量 備　考

【その他振興事業】 4,938,876円 0円 0円 0円 4,938,876円

　ブランドとしての「やすぎどじょう」の生産拡大には、ドジョウ養殖新規参入者の獲得及び養殖池拡大が必
要で、また良質なドジョウ生産は積極的な給餌管理が必要なために多くの経費を必要とする。こうしたドジョ
ウ養殖経営を支援するために助成事業を展開し、将来にわたって良質なドジョウの安定出荷体制の確立を図っ
た。（対象事業費の1/2以内、上限200,000円以内（個人補助金））

【どじょう振興事業補助金】 7,900,000円 0円 7,900,000円 0円 0円

31人 36,000㎡ 345万匹 2,433kg 1,891kg

27人 32,800㎡ 272万匹 1,864kg 1,381kg

16人 30,200㎡ 506万匹 903kg 672kg

33人 48,600㎡ 218万匹 4,862kg 4,224kg

33人 44,400㎡ 255万匹 3,304kg 3,285kg

32人 41,100㎡ 251万匹 3,096kg 2,735kg

39人 55,415㎡ 287万匹 4,167kg 3,521kg

35人 54,000㎡ 334万匹 4,563kg 3,388kg

35人 50,900㎡ 304万匹 4,758kg 4,099kg

38人 53,683㎡ 350万匹 3,983kg 3,912kg

38人 53,122㎡ 310万匹 3,362kg 2,820kg

39人 49,467㎡ 280万匹 3,747kg 3,903kg

　ドジョウ研究所主要施設を効率的に活用することによって、優良稚魚を確実に生産し、また幼魚の年間確
保を行い、一定基準まで到達したドジョウ養殖技術を更に高度なものとして定着させた。

　ドジョウ生産者及び生産組織の経営改善によりドジョウ生産体制を整備し、併せて高品位ドジョウの生産
によって、地域ブランドとしての「やすぎどじょう」の安定生産を図った。

どじょうのホルモン注射

先進地視察
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東京安来会、近畿安来会を開催し、会員の親睦と安来市活性化のための協力を依頼した。

東京安来会　Ｈ27.5.30（土）開催　　参加者 　95名

近畿安来会　Ｈ28.2.20（土）開催　　参加者　115名

・平野水路改修工事････3,862,080円

港湾及び市街地の街路灯の維持管理を行った。

中事業 商工業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 商工総務費 商工費

事業開始年度 平成27年度 商工費

決算事項別明細書 P129

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 商工観光課

国・県支出金 3,862,080 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

事業進捗度 － 商工総務費

予 算 額 5,403,000 円

目
的

関東・近畿在住の安来出身者の親睦を図
る。公共交通機関の利用促進を図る。

決 算 額 5,178,347 円

財
源
内
訳

7,483,547 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

一 般 財 源 1,316,267 円

人件費コスト  B 0.3人役 2,305,200 円 総事業費　　A+B

成果指標 目標値 実績値 差引

【ふるさと会事業】 809,480円 0円 0円 0円 809,480円

海上保安協会、島根県中小企業団体中央会、境港貿易振興会、山陰縦貫・超高速鉄道整備推進市町村会
議、島根県鉄道整備連絡調整協議会、中国横断新幹線整備促進島根県期成同盟会等、発電関係市町村協
議会に参画し各事業の促進を図った。

【電源立地地域対策交付金事業】 3,862,080円 3,862,080円 0円 0円 0円

【各種団体負担金事業】 253,800円 0円 0円 0円 253,800円

総会出席者数 200 210 10

【その他事業】 252,987円 0円 0円 0円 252,987円

近畿安来会東京安来会

平野水路改修工事

-215-



40

20 会計 01

12 款 07

項 01

目 01

A

県

諸収入

　○より良い消費生活のための集い[啓発講演]

中事業 商工業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 消費者行政推進費 商工費

事業開始年度 平成27年度 商工費

決算事項別明細書 P129

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 市民相談室

国・県支出金 3,856,000 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 9,612 円

事業進捗度 － 商工総務費

予 算 額 5,316,000 円

目
的

消費者を取り巻く諸問題に取り組み、消費
者行政を推進していくため、消費者被害の
防止、消費生活に関する相談体制を強化
し、消費者行政活性化を図る。

決 算 額 5,168,198 円

財
源
内
訳

13,620,598 円

【事業名称】 事業費 国・件支出金 地方債 その他 一般財源

一 般 財 源 1,302,586 円

人件費コスト  B 1.1人役 8,452,400 円 総事業費　　A+B

40円

消費者行政担当者のレベルアップを図るための研修旅費。消費生活相談員専門コース（相模原市・名古屋市・
神戸市）などに参加した。

・参考図書等
・住民向け情報紙（６回）印刷
・消費生活カレンダー配布（独居高齢者世帯）

【消費生活相談員等レベルアップ事業】 162,040円 162,000円 0円 0円

【消費者問題解決力強化事業（地域連携）】 1,879,980円 1,879,000円 0円 0円 980円

・相談員報酬、社会保険料（雇用主負担分）

【消費者行政推進委託事業】 170,000円 0円 0円 0円 170,000円

[講演会・研修会]講師謝金、会場使用料、ﾁﾗｼ印刷費、ﾎﾟｽﾀｰ印刷費
[消費者教育]第３回消費者行政審議会開催

【消費生活相談体制整備事業】 2,231,078円 1,115,000円 0円 9,612円 1,106,466円

【消費者問題解決力強化事業(安全安心確保）】 725,100円 700,000円 0円 0円 25,100円

・視察研修（安来市・松江市）、清瀬・高尾CC併せて三光(株)で分別・ゴミの軽量化などの研修。
・物価動向調査実施（安来・広瀬）
・第７回「より良い消費生活のための集い」開催。十神交流センターとコラボ事業により「防犯講座」を実
施。
・独自で研修会実施　など

○消費生活カレンダー

おたすけ劇団 柴山弁護士
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諸収入

　平成27年5月3日（日）、4日（月）に「第20回やすぎ刃物まつり」を開催し、「ハガネの街、安来」のＰＲ
及び中心市街地活性化を図った。

中事業 商工業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 商工業振興費 商工費

事業開始年度 平成27年度 商工費

決算事項別明細書 P131

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 商工観光課

国・県支出金 1,729,000 円

地　方　債 過疎 23,300,000 円

そ　の　他 9,531 円

事業進捗度 － 商工業振興費

予 算 額 93,924,000 円

目
的

市内製造業の設備投資、雇用拡大を支援す
る。中小企業の経営改善、革新の取組みを
支援する。ハガネの街、安来のPR。決 算 額 92,599,828 円

財
源
内
訳

98,747,028 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

一 般 財 源 67,561,297 円

人件費コスト  B 0.8人役 6,147,200 円 総事業費　　A+B

　改正企業立地促進条例に基づき、企業が投資した投下固定資本総額の10％相当額や、新規雇用従業員数、空
き工場等の家賃に係る経費を奨励金として交付することにより、企業の設備投資及び雇用増大を支援した。

　企業立地促進条例に基づき、企業が投資した投下固定資本に係る固定資産税を奨励金として交付することに
より、企業の設備投資及び雇用増大を支援した。

【企業立地雇用促進奨励金事業】 31,100,000円 0円 0円 0円

【企業立地促進奨励金事業】 7,166,020円 0円 0円 0円 7,166,020円

【ものづくり企業技術開発等支援事業】 16,350,000円 0円 0円 0円 16,350,000円

成果指標 目標値 実績値 差引

奨励金交付件数 1 3 2

31,100,000円

　安来市の今後の産業振興と企業誘致の推進を図るため、新たな工業団地の開発適地の選定を目的として、安
来インター西側、同北側、安来鉄工センター北側の３ヵ所の候補地について調査を実施した。

【やすぎ刃物まつり事業】 8,733,498円 0円 6,600,000円 9,531円 2,123,967円

【工業団地適地選定調査事業】 4,620,240円 0円 0円 0円 4,620,240円

　市内の特殊鋼関連産業をはじめとする「ものづくり企業」における新製品、新技術等の開発や取引拡大に向
けた取組みを支援し、地域経済の健全な発展と雇用の促進を図った。

成果指標 目標値 実績値 差引

件数 6 4 △ 2

成果指標 目標値 実績値 差引

30,000 24,200 △ 5,800　来場者数（人）

会場風景 錦織監督トークショー
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　商工会議所、商工会の経営改善普及事業に対し補助金を交付し、企業の支援を行った。

　空店舗への出店を促すため店舗整備補助・家賃補助を実施した。

　平成27年10月14日（水）及び平成28年3月8日（火）に、安来市内の高校2年生を対象とした市内製造業企業
見学を実施し、市内企業に対する理解を深めた。

　今後の中海・宍道湖・大山圏域の産業振興を図るため、圏域内企業を対象とし、圏域外のバイヤー等を招い
てのビジネスマッチング商談会を出雲市で開催した。

【商工会議所等補助金事業】 17,900,000円 0円 16,700,000円 0円 1,200,000円

【中海・宍道湖・大山圏域ものづくり連携事業】 1,000,000円 0円 0円 0円 1,000,000円

【商業再生支援事業】 3,602,000円 1,729,000円 0円 0円 1,873,000円

【企業見学ツアー事業】 240,810円 0円 0円 0円 240,810円

成果指標 目標値 実績値 差引

相談件数（件） 4,000 2,977 △ 1,023

【その他事務費】 6,420円 0円 0円 0円 6,420円

【太陽とみどりの里用地分譲事業】 1,880,840円 0円 0円 0円 1,880,840円

成果指標 目標値 実績値 差引

支援件数（件） 5 4 △ 1

　太陽とみどりの里用地について安来市土地開発公社が分譲事務を行うにあたりその事務費及び事業資金の貸
付利息を負担した。

開会式風景 会場風景① 会場風景②

会場風景 錦織監督トークショー

企業見学風景① 企業見学風景② 企業見学風景③
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中小企業が設備投資等による融資を受ける際の保証料の補給等を行った。

中小企業の設備投資等の際、資金調達が容易となるように金融機関に資金を預託した。

100,610,000 円

財
源
内
訳

担当部署 商工観光課

中事業 商工業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 中小企業金融対策費 商工費

事業開始年度 平成27年度 商工費

決算事項別明細書 P131

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 96,800,000 円

事業進捗度 － 商工業振興費

予 算 額 103,600,000 円

目
的

中小企業の設備投資等の支援を行う。

決 算 額

102,146,800 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

一 般 財 源 3,810,000 円

人件費コスト  B 0.2人役 1,536,800 円 総事業費　　A+B

成果指標 目標値 実績値 差引

【商工業振興補給金事業等】 3,810,000円 0円 0円 0円 3,810,000円

【中小企業金融対策事業】 96,800,000円 0円 0円 96,800,000円 0円

保証料補給件数（件） 20 22 2
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決算事項別明細書 P131

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 商工観光課

事業進捗度 － 商工業振興費

予 算 額 10,096,000 円

目
的

やすぎ懐古館一風亭を拠点に中心市街地の
活性化を図る。

決 算 額 9,738,517 円

財
源
内
訳

中事業 商工業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 中心市街地活性化事業費 商工費

事業開始年度 平成27年度 商工費

17,422,517 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

一 般 財 源 4,738,517 円

人件費コスト  B 1.0人役 7,684,000 円 総事業費　　A+B

国・県支出金 0 円

地　方　債 過疎 5,000,000 円

そ　の　他 0 円

【指定管理事業】 4,542,477円 0円 0円 0円 4,542,477円

【中心市街地活性化事業】 5,196,040円 0円 5,000,000円 0円 196,040円

やすぎ懐古館一風亭を有限会社やすぎ千軒に指定管理委託し、中心市街地の活性化を図った。

新たな賑わいを創出する賑わい創出事業、店舗と顧客を繋ぐまちゼミ開催事業を実施した。

灯りイベント 「仲秋の名月」第10回定時社員総会

まちゼミ開催事業 第2回得する街のゼミナール 賑わい創出事業

青年四団体連携事業（ｴﾝｼﾞｮｲﾁｬﾚﾝｼﾞ）
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中事業 商工業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 産業活性化センター事業費 商工費

事業開始年度 平成27年度 商工費

決算事項別明細書 P131

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 商工観光課

国・県支出金 0 円

地　方　債 過疎 12,600,000 円

そ　の　他 0 円

事業進捗度 － 商工業振興費

予 算 額 32,984,000 円

目
的

地域雇用の拡大、域外マネーの獲得、市内
循環型経済へのシフト、Ｕ・Ｉターンの推
進、企業誘致の促進などにより地域産業の
活性化を図る。

決 算 額 13,347,148 円

財
源
内
訳

32,557,148 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

一 般 財 源 747,148 円

人件費コスト  B 2.5人役 19,210,000 円 総事業費　　A+B

【産業サポートネットやすぎ事業】 9,012,120円 0円 9,000,000円 0円 12,120円

　直接支援事業（やすぎ夢追人支援事業） 2 2 0

　直接支援事業（サポートアドバイザー派遣事業） 10 11 1

成果指標 目標値 実績値 差引

　相談件数（件） 40 35 △ 5

　産業サポートネットやすぎによる「やすぎ夢追人支援事業（安来市経済活性化事業支援プログラム）」で２
件の支援を実施し、域外マネーの獲得、地域雇用の拡大及び定住促進を図った。また新規事業として国際規格
認証取得支援事業を実施した。
　事業者に対する直接支援事業として上記を含め９つの事業メニューを実施し、計４６件の支援を行った。

　直接支援事業（知的財産権取得支援事業） 2 1 △ 1

　直接支援事業（国際規格認証取得支援事業） 2 1 △ 1

　直接支援事業（新商品新技術開発支援事業） 3 7 4

　直接支援事業（パッケージデザイン製作支援事業） 3 9 6

　直接支援事業（展示会・商談会出展促進プログラム） 10 8 △ 2

　直接支援事業（人材育成支援事業） 3 6 3

　直接支援事業（セミナー開発支援事業） 2 1 △ 1

「ヤスキハガネ」の生産管理、製造管理の専門家による、中小企業の販路拡大、製造技術高度化への支援を
行った。

【企業誘致・産業振興事業】 435,028円 0円 0円 0円 435,028円

【商工業振興事業】 3,900,000円 0円 3,600,000円 0円 300,000円

島根県企業誘致対策協議会をベースに、県と一体となり企業誘致活動及び誘致企業への訪問などのフォロー
アップを実施した。島根県産業支援人材育成事業に参加した。

やすぎ観光みかん園 キャラクターハンガー

アーティフィシャルフラワー 島田筍水煮加工品
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①創業・事業継承セミナーの開催

　創業希望者はもとより創業に関心がある方にも広く基礎知識を勉強していただけるよう

「安来起業塾（入門編）」と称して年3回のセミナーを開催。

○第1回安来起業塾 ○第2回安来起業塾

　開催日：平成27年9月27日（日） 　開催日：平成27年11月15日（日）

　講演内容：「小さな起業の成功法則」 　講演内容：「計画的な事業承継のすすめ」

　受講者数：21名（男性11名、女性10名） 　受講者数：19名（男性19名）

○第3回安来起業塾

　開催日：平成28年2月7日（日）

　講演内容：「小さな起業　これだけは知っておきたい！」

　受講者数：23名（男性10名、女性13名）

②ビジネスプランコンテストの実施

　安来市中心市街地の再生・活性化に資する実現可能なビジネスプランを募集し、地域活力の

向上と新産業創出の可能性を高めることを目的として事業を実施。

　応募作品は創業、新事業展開部門で16点、アイディア提案部門で35点。

　受賞は以下の通り。

③チャレンジスペースの確保・運営

　安来市中心市街地で起業・開業を目指す方を対象に事業体験型の店舗スペースを提供する

ことで、創業マインドを促すことで中心市街地の活性化を図ることを目的に事業を実施。

　以下2か所のチャレンジスペースを確保し取組を行った。実績は以下の通り。

・旧えんとら店舗

約８カ月間、営業内容の異なる７名が共同で活動。月１回共同イベントを行うなどの動きも見られた。

・旧天界酒造

蔵をホールにし、音楽イベント開催を中心企画運営、連動して商家での喫茶サービスと催事開催を実施。

「安来武士」大賞 （該当なし） 創業

「安来武士」見参賞 青砥酒造株式会社 創業

「安来武士」見参賞 遠藤　瑞恵 創業

「安来武士」魂賞 吉田　多麻希 アイディア

以下の取組を安来商工会議所へ委託し、市内における創業、第二創業の実現を図った。

賞 受賞者 部門

商工観光課

中事業 商工業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 産業活性化センター事業費 商工費

事業開始年度 平成27年度 商工費

事業進捗度 － 商工業振興費

【事業内容】

大事業

9,288,000 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 0 円

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 9,288,000 円

予 算 額 0 円

目
的

市内における創業、第二創業の実現を図
る。

決 算 額 9,288,000 円

財
源
内
訳

国・県支出金

決算事項別明細書 P131

多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署
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市民の消費を喚起し地域経済の好循環を創出するために、国の交付金を活用し、安来市プレミアム付き商品券
「安来市家族ふれあい商品券」を発行した。

【事業内容】

商工費

事業進捗度 － 商工業振興費

予 算 額 0 円

目
的

市民の消費を喚起し地域経済の好循環を創
出するために、国の交付金を活用し、安来
市プレミアム付き商品券「安来市家族ふれ
あい商品券」を発行した。

決 算 額 91,030,996 円

財
源
内
訳

国・県支出金 91,025,000 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 5,996 円

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 91,030,996 円

決算事項別明細書 P131

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 商工観光課

中事業 商工業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 プレミアム付き商品券事業費 商工費

事業開始年度 平成27年度

１．事業概要

○販 売 額：400,000千円

○プレミアム割合：20％

○プレミアム額：80,000千円

○発行規模：480,000千円

○販売単位：1冊 10,000円 （1枚1,000円 12枚綴り）

○販 売 数：40,000冊（4億円）

○利用期間：7月28日（火）から10月31日（土）まで

○換金締切：12月4日（金）（11月16日までの予定を延長）

２．予約販売状況

○購入件数：5,213世帯（全体：37.0％）

○購入金額：227,980千円（22,798冊）（全体：57.0％）

３．直接販売

○販売日 平成27年8月29日（土）・30日（日）

○販売場所 （安来会場）安来市学習訓練センター

（広瀬会場）安来市社会福祉協議会広瀬支所

（伯太会場）わかさ会館

○直接販売金額 172,020千円（17,202冊）

４．換金状況

○換金額 479,345千円（99.9％）

５．消費喚起額（アンケートによる推計額）

商品券の換金額

479,345千円（100.0%）

普段の買い物の商品券支払い

278,979千円（58.2%）

商品券がきっかけとなった購入の

商品券支払い部分

200,366千円（41.8%）

商品券がきっかけとなった購入の

現金での追加支出部分

109,291千円（22.8%）

消費喚起額

309,657 千円
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【事業内容】

新町駐車場、東小路駐車場、安来駅前自転車駐車場及び荒島駅前自転車駐車場の維持管理を実施した。

中事業 商工業の振興

一 般 財 源 1,979,754 円

人件費コスト  B

決算事項別明細書 P131

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 商工観光課

0.3人役 2,305,200 円 総事業費　　A+B

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 6,511,909 円

事業進捗度 － 商工業施設管理費

予 算 額 8,578,000 円

目
的

近隣住民、事業者、商店街利用者及び安来
駅・荒島駅利用者の利便性の向上を図る。

決 算 額 8,491,663 円

財
源
内
訳

予
算
科
目

一般会計

小事業 駐車場管理費 商工費

事業開始年度 平成27年度 商工費

10,796,863 円

新町駐車場   東小路駐車場　　

   荒島駅前自転車駐車場　　　安来駅前自転車駐車場
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【イエローバス運行事業】

　　平成12年4月より民間の事業者の撤退を受け、一部事務組合方式で運営する広域生活バス（通称：ｲｴﾛｰﾊﾞｽ）

　の運行を開始し、平成16年の市町村合併後は新市で運行を引き継いでいる。

　　運転業務については当初より全面委託している。きめ細やかなダイヤの編成とバス停の新設を行い、地域

　住民の利便性の向上を図った。

　　・運行路線 15路線　　55系統 ・乗車人数 人

　　・委託先　 大新東株式会社 ・委託料 円

【イエローバス購入及びバス停留所整備事業】

　　市民の移動手段の確保と充実のため小型車輌1台を購入した。

　　利便性を確保するため、バス停（上屋）を市内2箇所（安来地区田頼・赤屋地区上小竹）に設置した。

中事業 商工業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 バス事業費 商工費

事業開始年度 平成12年度 商工費

決算事項別明細書 P135

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 市民参画課

国・県支出金 13,139,000 円

地　方　債 過疎・辺地 11,200,000 円

そ　の　他 45,416,521 円

事業進捗度 － バス事業費

予 算 額 249,630,000 円

目
的

地域住民の日常生活を支える交通手段の確
保を図る。利便性の高い公共交通を提供
し、地域内外の移動を誘発し、交流と地域
の活性化を促進する。

決 算 額 242,028,420 円

財
源
内
訳

262,006,820 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

一 般 財 源 172,272,899 円

人件費コスト  B 2.6人役 19,978,400 円 総事業費　　A+B

332,633

168,652,800

11,286,000円 0円 0円 86,000円

　　高齢者を対象としたバスの乗り方教室の開催、バスを利用したお出かけプラン等の作成やチラシの配布

　により、バスの利用促進を図った。

223,768,903円 0円 165,801,382円12,551,000円

11,200,000円

45,416,521円

　安来地区　田頼バス停

　お出かけプラン　チラシ
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【生活交通ネットワーク再編事業】

　　宇波地区において、26年度の社会実験の結果を踏まえ、自治会輸送活動の2度目の社会実験を行い、3月より

　本格運行を開始した。このことにより宇波地区内の交通空白エリアは解消された。

　　運行に向けて、地元のデザインを施した新しい車両（ふくろう号）を購入し、貸与した。

　　今後は、地域の将来設計図となる「地域ビジョン」を作成し、地域課題の解決にむけて取り組んでいく。

・委託先 株式会社バイタルリード

【代替バス運行補助事業】

　　合併以前より旧広瀬町が仁多交通（現　奥出雲交通）に西比田地区から三成地区までのバス運行を委託して

　いたものを新市になっても引き継いで委託している。西比田地区は奥出雲町の経済圏域にもなっており、同地

　区住民の生活の利便性の向上に努めている。

　　なお、運行欠損金を奥出雲町との距離按分により補助している。 利用実績数

【南部町バス運行負担金】

　　平成17年度より、南部町の運行する路線バスの1系統が須山地区に乗り入れを行い、その経費の一部を負担

　している。 利用実績数 53人

1,199人

153,000円 0円 0円 0円 153,000円

1,884,917円 0円 0円 0円 1,884,917円

4,935,600円 588,000円 　0円 　0円 4,347,600円

宇波地区自治会輸送用車両貸与式 　デザインシール（かじか蛙、塩滝、ふくろう）
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【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【生活交通ネットワーク再編事業】

　○安来中海沿岸地域

　　安来市街地を中心とする安来中海沿岸地域での回遊性の促進と利便性の高い運行を実現するために、

　26年度の社会実験結果を踏まえ、「市街地循環バス」の運行と既存路線の見直しについて実証調査を行った。

　実証調査の結果により、3月のダイヤ改正に合わせ、市街地循環バスの本格運行及び買い物バス、安来清水線

　の見直しによる運行を実施した。また、市街地での利用促進や利用者向けサービスの拡充について検討した。

　　・委託先　 株式会社バイタルリード

　○宇波地区

　　自治会輸送活動の本格運行にむけて、「うなみの里創生プロジェクト」のメンバーが中心になって輸送用

　車両車庫の整備を行った。

市街地での利用促進のとりくみ

1,027,042円 1,027,042円 0円 0円 0円

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 6,016,642 円

商工費

事業進捗度 － バス事業費

予 算 額 0 円

目
的

地域住民の日常生活を支える交通手段の確
保を図る。利便性の高い公共交通を提供
し、地域内外の移動を誘発し、交流と地域
の活性化を促進する。

決 算 額 6,016,642 円

財
源
内
訳

国・県支出金 6,016,642 円

地　方　債 0 円

0 円

一 般 財 源 0 円

決算事項別明細書 P135

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 市民参画課

中事業 商工業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 バス事業費 商工費

事業開始年度 平成27年度

 市街地循環バス（社会実験の様子）

自治会輸送活動用車両車庫(ふくろうの館)

4,989,600円 4,989,600円 0円 0円 0円

そ　の　他
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※小事業全体としての成果指標

中事業 観光の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 観光総務費 商工費

事業開始年度 平成27年度 商工費

決算事項別明細書 P133

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 商工観光課

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 14,697 円

事業進捗度 － 観光費

予 算 額 18,498,000 円

目
的

観光客の誘致並びにこれに伴う市内の地域
振興を図る。

決 算 額 17,982,413 円

財
源
内
訳

23,361,213 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

一 般 財 源 17,967,716 円

人件費コスト  B 0.7人役 5,378,800 円 総事業費　　A+B

　市内観光地・名勝･旧跡等（要害山公園・鷹入りの滝・川中島公園他）の維持管理を行った。

【観光情報発信事業】 3,036,537円 0円 0円 7,685円 3,028,852円

【市内観光地清掃・維持管理業務】 9,792,876円 0円 0円 7,012円 9,785,864円

【広域観光事業】 5,153,000円 0円 0円 0円 5,153,000円

　観光パンフレットの作成や既存パンフレットを増刷し、県外で開催した各種イベントやプロモーション等により積
極的にＰＲを行った。

　島根県観光連盟、神話の国縁結び観光協会、たたら侍支援自治体連絡会、２１世紀出雲空港整備利用促進協議会を
はじめ、他自治体や民間企業などを構成団体とする各協議会（計９団体）に加盟し、市町や県域の枠組みを越え、お
互いに連携を図り効果的に観光事業を推進した。

成果指標 目標値 実績値 差引

観光入込客数（人） 1,500,000 1,317,211 △ 182,789

島根ふるさとフェア
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諸収入

【王将戦誘致事業】

中事業 観光の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 観光振興費 商工費

事業開始年度 平成27年度 商工費

決算事項別明細書 P133

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 商工観光課

国・県支出金 3,240,000 円

地　方　債 過疎 40,000,000 円

そ　の　他 291,597 円

事業進捗度 － 観光費

予 算 額 80,120,000 円

目
的

市内観光資源の整備・拡充を図り市外・県
外からの観光客への対応力を培っていく。
あわせて、観光キャンペーンにより入込客
の増加を図る。

決 算 額 69,053,720 円

財
源
内
訳

88,263,720 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

一 般 財 源 25,522,123 円

人件費コスト  B 2.5人役 19,210,000 円 総事業費　　A+B

　安来市の観光情報を効果的に発信すべく観光キャンペーン事業を安来市観光協会へ委託した。

　施設への観光客誘導のための看板広告及び新聞、雑誌、圏域観光マップ等への広告掲載を行った。

【観光キャンペーン委託事業】 13,500,000円 0円 13,000,000円 0円 500,000円

【観光情報発信事業】 2,233,720円 0円 0円 291,597円 1,942,123円

　「第６５期王将戦第２局」を誘致開催し、将棋を通じて安来市の情報発信及び文化振興を図った。前夜祭及
び対局中には大盤解説会を開催した。
開催期日：平成２８年１月２４日～２５日　郷田真隆王将　対　羽生善治名人

　安来節演芸館で、市民を対象とし市民無料イベントの開催や夜間ホールの利用促進等の企画運営を指定管理
者である大新東株式会社へ委託した。

4,000,000円 0円 0円 0円 4,000,000円

【市民感謝デー開催委託事業】 3,780,000円 0円 3,500,000円 0円 280,000円

対局会場（さぎの湯荘） 指導対局（安来節演芸館）

やすぎ・アート・アカデミー

（クリスマスイベント １２月２３日）
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※小事業全体としての成果指標

【繰越明許】
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国10/10

【公共サイン事業】

0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 6,779,160 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

5,658,120円

　自動車で来訪される観光客への観光地の案内を充実させるため、国道４３２号に３箇所（比田・布部・菅原
地区）観光地案内標識を設置した。

【月山富田城誘客推進事業】 1,121,040円 1,121,040円 0円 0円 0円

　県外で開催される山中鹿介・月山富田城ＰＲイベントや絣センター内で土日祝日観光案内業務を実施し、情
報発信及びおもてなし対応を図った。

0円 0円 0円 5,658,120円

決算事項別明細書 P133

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 商工観光課

中事業 観光の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 観光振興費 商工費

事業開始年度 平成27年度 商工費

事業進捗度 － 観光費

【観光協会補助事業】 36,300,000円 0円 17,500,000円 0円 18,800,000円

【新・ご当地グルメ開発事業】 3,240,000円 3,240,000円 0円 0円 0円

　月の輪まつり振興会の行う花火大会、安来節踊りなどの各種行事に対し補助金を交付し、地域の活性化と安
来節の普及を図った。

成果指標 目標値 実績値 差引

来場者数（人） 60,000 60,000 0

　観光に係わる地域振興及び観光プランの事業運営費として安来市観光協会に補助を行った。

【月の輪まつり振興会補助事業】 6,000,000円 0円 6,000,000円 0円 0円

　どじょうを活用した新たなご当地グルメを開発にするため、開発に係るプロデュース等の業務をルクルート
じゃらんリサーチセンターに委託し、開発に向けた試作会議等を実施した。

成果指標 目標値 実績値 差引

観光入込客数（人） 1,500,000 1,317,211 △ 182,789

予 算 額 0 円

目
的

魅力ある集客コンテンツの企画及び受け地
対応を充実させ月山富田城をはじめ市内観
光施設への誘客推進を図る。決 算 額 6,779,160 円

財
源
内
訳

国・県支出金 1,121,040 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 5,658,120 円

人件費コスト  B
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　　 　情報番組への安来節出演等によりＰＲを行った。

　 　市内の各交流センターで安来節教室の開催や学校等へ講師派遣を行い、安来節の普及と振興を図った。

　 　指定管理者に安来節演芸館の管理運営を委託し、安来節の普及宣伝及び市民交流を図った。

　

決算事項別明細書 P133

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 商工観光課

事業進捗度 － 観光費

予 算 額 34,411,000 円

目
的

安来節演芸館を核とした観光客へのＰＲと
各種イベントや宣伝普及事業により安来節
の振興を行う。決 算 額 34,285,130 円

財
源
内
訳

中事業 観光の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 安来節振興費 商工費

事業開始年度 平成27年度 商工費

37,358,730 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

一 般 財 源 27,275,130 円

人件費コスト  B 0.4人役 3,073,600 円 総事業費　　A+B

国・県支出金 0 円

地　方　債 過疎 7,000,000 円

そ　の　他 10,000 円

【安来節教室開催事業】 1,388,000円 0円 1,300,000円 0円 88,000円

【安来節普及宣伝事業】 197,130円 0円 0円 10,000円 187,130円

　家元に年間を通じて安来節の講演、上演、各種大会・イベント等に参加してもらい、安来節の普及・振興・
宣伝を図った。

【安来節保存会補助事業】 4,500,000円 0円 4,500,000円 0円 0円

【安来節普及宣伝委託事業】 1,200,000円 0円 1,200,000円 0円 0円

【安来節演芸館指定管理委託料】 27,000,000円 0円 0円 27,000,000円

　安来節保存会の行う安来節の普及宣伝並びに安来節若手グループ等への支援、振興事業（唄い始め会、安来
節全国優勝大会等）に対し、補助を行った。

成果指標 目標値 実績値 差引

安来節保存会会員数（人） 3,800 3,411 △ 389

安来節全国優勝大会（８月１５日～１７日） 唄い初め会（１月１０日）
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【事業内容】
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【事業内容】

中事業 観光の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 誘客推進事業費 商工費

事業開始年度 平成27年度 商工費

決算事項別明細書 P133

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 商工観光課

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 1,000,000 円

事業進捗度 － 観光費

予 算 額 3,705,000 円

目
的

魅力ある集客コンテンツの企画及び受け地
対応を充実させ月山富田城をはじめ市内観
光施設への誘客推進を図る。決 算 額 2,100,000 円

財
源
内
訳

　戦国歴史プロモーションと観光ＰＲ画像用の空撮、ボランティアガイド養成講座を「山中鹿介の大河ドラマ
放映実現を目指す会」に委託し情報発信及び受け地対応を行った。

5,942,000 円

一 般 財 源 1,100,000 円

人件費コスト  B 0.5人役 3,842,000 円 総事業費　　A+B

中事業 観光の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 県立自然公園管理費 商工費

事業開始年度 平成27年度 商工費

決算事項別明細書 P135

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 商工観光課

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

事業進捗度 － 観光施設管理費

予 算 額 1,710,000 円

目
的

清水月山県立自然公園内にあるさぎの湯公
園・清水公園の管理を行うことによって、
自然の保護および公園利用の増進を図る。決 算 額 1,594,244 円

財
源
内
訳

2,362,644 円

一 般 財 源 1,594,244 円

人件費コスト  B 0.1人役 768,400 円 総事業費　　A+B

　月山周辺や清水公園には、桜や紅葉の時期に特に観光客が多く訪れる。
　利用者の多い花見の時期に向けた桜樹の管理および花見期間の公園内清掃、また一年を通じたトイレの清掃
管理により利用客の快適性を維持し公園の美観およびイメージアップを図った。

大坂ノ陣合戦祭り出展 観光ボランティアガイド養成講座
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【事業内容】

　　○泉源及びポンプ管理

　 （さぎの湯温泉）泉源用深井戸水中ポンプ取替工事他　 　　　　　　　　

　　○温泉施設管理

　

　　○その他一般管理

・光熱水費他

　　○各種調査

・広瀬温泉湯量調査

・国民保養温泉地更新調査

中事業 観光の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 温泉施設管理費 商工費

事業開始年度 平成27年度 商工費

決算事項別明細書 P135

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 商工観光課

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 21,740,102 円

事業進捗度 － 観光施設管理費

予 算 額 25,708,000 円

目
的

温泉の存在は観光客にとって、大きな魅力
となっており、その活用は観光客誘致の要
であるため、温泉施設の整備により観光地
としての価値を高める

決 算 額 24,533,503 円

財
源
内
訳

観光誘客の要となる市内の3つの温泉（さぎの湯温泉・広瀬温泉・比田温泉）の管理を行い、温泉施設の充実
を図ることで観光地としてのイメージアップを図った。

28,375,503 円

一 般 財 源 2,793,401 円

人件費コスト  B 0.5人役 3,842,000 円 総事業費　　A+B

（広瀬温泉）泉源用深井戸水中ポンプ取替工事他

10,633,518円

（富田山荘）給湯設備改修工事他　

（湯田山荘）エアコン基板交換工事他　　    

（憩いの家）空調機修繕工事他

6,214,071円

6,605,914円

1,080,000円
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【上の台緑の村管理事業】
　
　

施設修繕他　　　　

決算事項別明細書 P135

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 商工観光課

事業進捗度 － 観光施設管理費

予 算 額 13,873,000 円

目
的

人的交流の促進並びに観光客誘致によって
観光振興、地域活性化を図る。

決 算 額 13,831,356 円

財
源
内
訳

中事業 観光の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 上の台緑の村管理費 商工費

事業開始年度 平成27年度 商工費

15,368,156 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

一 般 財 源 13,804,778 円

人件費コスト  B 0.2人役 1,536,800 円 総事業費　　A+B

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 26,578 円

　「上の台緑の村管理組合」を指定管理者として管理運営を委託し、施設および景観の維持管理及び誘客によ
る観光振興、地域活性化を図った。

10,800,000円 0円 0円 26,578円 10,773,422円

利用者数（人） 10,000 12,820 2,820

成果指標 目標値 実績値 差引

【上の台緑の村施設整備】 3,031,356円 0円 0円 0円 3,031,356円

コテージ 上の台綿羊
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【事業内容】

中事業 観光の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 野だたらと椿の里管理費 商工費

事業開始年度 平成27年度 商工費

決算事項別明細書 P135

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 商工観光課

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 1,260 円

事業進捗度 － 観光施設管理費

予 算 額 1,173,000 円

目
的

白椿ハウスを拠点とした布部ダム湖畔「野
だたらと椿の里」の利用促進を図る。

決 算 額 1,149,912 円

財
源
内
訳

　鉄の道文化圏リーディングプロジェクトにより整備した白椿ハウスを拠点とした布部ダム湖畔「野だたらと
椿の里」の利用促進を図った。
　・「白椿ハウス」の管理運営を行い、あわせて観光案内所として来訪者への案内や情報提供を行った。
　・「ふれあいの森」の維持管理を行った。

1,918,312 円

一 般 財 源 1,148,652 円

人件費コスト  B 0.1人役 768,400 円 総事業費　　A+B

ふれあいの森 白椿ハウス
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【事業内容】

決算事項別明細書 P135

商工費

事業開始年度 平成27年度 商工費

事業進捗度 － 観光施設管理費

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 商工観光課

中事業 観光の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 山佐ダム体験交流施設管理費

人件費コスト  B 0.1人役 768,400 円 総事業費　　A+B 2,013,892 円

0 円

そ　の　他 16,996 円

一 般 財 源 1,228,496 円

予 算 額 1,283,000 円

目
的

体験交流型レクリエーション施設として利
用の促進を図る。

決 算 額 1,245,492 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債

　指定管理者であるNPO法人やまびこに管理運営を委託し、山佐ダムの水を生活用水・工業用水として利用し
ている流域住民との交流を深め、ダムの持つ重要な役割を理解してもらうとともに、ダムの自然美をPRし、体
験交流施設の利用の促進を図った。

利用者数（人） 3,000 3,133 133

成果指標 目標値 実績値 差引

山佐ダム体験交流施設 きのこ狩りのつどい
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【事業内容】

絣センター全景 絣制作風景

　　

絣製品

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 商工観光課

中事業 観光の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 絣センター運営費

決算事項別明細書 P135

0 円

そ　の　他 4,336,765 円

一 般 財 源 5,087,934 円

予 算 額 9,765,000 円

目
的

地域の歴史や伝統を体感できる「体験型観
光」の振興を図る。

決 算 額 9,424,699 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債

商工費

事業開始年度 平成27年度 商工費

事業進捗度 － 観光施設管理費

　観光ルートの核となる施設の一つとして広瀬絣センターの管理運営を行った。
　・市の特産品及び伝統工芸品の展示販売。
　・観光案内、県指定無形文化財の広瀬絣の制作説明、藍染の体験指導等。
　・広瀬絣制作技術の保存と伝習。

人件費コスト  B 0.3人役 2,305,200 円 総事業費　　A+B 11,729,899 円

利用者数（人） 23,000 26,433 3,433

成果指標 目標値 実績値 差引
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【事業内容】

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 商工観光課

中事業 観光の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 観光交流プラザ管理費

決算事項別明細書 P135

0 円

そ　の　他 2,366,385 円

一 般 財 源 16,201,081 円

予 算 額 19,638,000 円

目
的

集客により人々が集い、憩い、交流するこ
とによる地域活力向上を図る。

決 算 額 18,567,466 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債

商工費

事業開始年度 平成27年度 商工費

事業進捗度 － 観光施設管理費

　観光交流プラザ内の安来市観光協会事務局において、観光案内業務のほか観光事業と情報発信を行い観光客
の入込増に向けた取り組みを行った。また物販事業を行い特産品や土産品の販売と販路の拡大に努めた。
　施設内には、行政サービス窓口も併設し、住民票や印鑑証明の即日交付、イエローバスの定期券発行などを
実施した。
　・行政サービス利用者　 4,713人
　・観光案内利用者　　　22,119人
　・ギャラリー入場者   　4,601人
　・特産品等購入者　    29,338人

人件費コスト  B 0.5人役 3,842,000 円 総事業費　　A+B 22,409,466 円

利用者数（人） 40,000 60,771 20,771

成果指標 目標値 実績値 差引

観光案内・行政サービスコーナー 特産品・お土産販売コーナー
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【事業内容】

１００万人達成イベント(４月２６日)

いちごフェア 春のイベント

中事業 観光の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 道の駅あらエッサ管理費 商工費

事業開始年度 平成27年度 商工費

決算事項別明細書 P135

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 商工観光課

国・県支出金 0 円

地　方　債 過疎 700,000 円

そ　の　他 44,114,489 円

事業進捗度 － 観光施設管理費

予 算 額 55,276,000 円

目
的

地域振興及び観光振興を図る。

決 算 額 53,390,366 円

財
源
内
訳

・島根県及び安来市の東の玄関口である島田地区に整備を行ってきた道の駅の施設管理を行った。
・道の駅への集客を高めるため各施設出店者と協力し、四季折々や週末等に多目的施設を使用した各種
　イベントを開催し、又、各種宣伝媒体を利用して道の駅の知名度を高め、利用促進を図った。
・主な開催イベント：4月レジ通過者百万人イベント・12月冬イベント（クリスマスゲームイベント、
　歳末試食会イベント）・2月ジャンボサイコロイベント・3月玉入れ対決イベント
・いちごフェア：いちご女子会バレンタインイベント等

57,232,366 円

一 般 財 源 8,575,877 円

人件費コスト  B 0.5人役 3,842,000 円 総事業費　　A+B

成果指標 目標値 実績値 差引

利用者数（人） 250,000 267,571 17,571
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　労働者福祉事業を実施する団体へ助成を行うことにより、労働者福祉の増進を図った。

　勤労者の住宅新築・増改築資金を金融機関に預託し、勤労者の住環境の整備を行った。

　安来市内の企業に就職する新就職者を歓迎するとともに、社会人としての自覚を促した。

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 商工観光課

中事業 雇用の促進
予
算
科
目

一般会計

小事業 労働者福祉費

決算事項別明細書 P123

0 円

そ　の　他 150,000,000 円

一 般 財 源 9,020,752 円

予 算 額 159,021,000 円

目
的

中小企業で働く人の福利厚生の充実及び労
働者福祉の増進を図る。

決 算 額 159,020,752 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債

労働費

事業開始年度 平成27年度 労働諸費

事業進捗度 － 労働諸費

【労働者福祉事業】 150,850,000円 0円 0円 150,000,000円 850,000円

一般財源

人件費コスト  B 0.2人役 1,536,800 円 総事業費　　A+B 160,557,552 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

0円 7,958,752円

成果指標 目標値 実績値 差引

【新就職者歓迎の集い事業】 182,000円 0円 0円 0円 182,000円

　松江市、雲南市及びハローワークと合同で、高等学校の進路指導担当者と企業の採用担当者との就職情報交
換会を開催し、情報の共有化と相互理解を図った。

　指定管理者による施設管理を行い、地域産業の担い手育成と市民の生涯学習を促進を図っ
た。また、OA教室に新たなPC機器（16台）を導入した。

【学校と企業との就職情報交換会】 30,000円 0円 0円 0円 30,000円

成果指標 目標値 実績値 差引

年間利用者数（人） 25,000 47,557 22,557

参加者数（人） 70 44 △ 26

【安来市学習訓練センター事業】 7,958,752円 0円 0円
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